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・この学位論文は、I n t e r n a l  M e d i c i n e に掲載された主要

公刊論文を基に作成された。  

・I n t e r n a l  M e d i c i n e に掲載された主要公刊論文の一部を

学 位 申請 論 文 に 用 いる こ と に 加 えて 、 学位 申 請論 文を

機 関 リ ポ ジ ト リ [電 子 書 庫 シ ス テ ム ]で 公 開 す る こ と の

承諾を得ている。  

 

2 . I n t r o d u c t i o n  

 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ーム は 1 9 8 0 年代 に 提 唱 さ れ

た マ ルチ プ ルリ ス クフ ァ クタ ー 症候 群 とい う 病態 概念

を基礎としている。1 9 8 8 年に R e a v e n
1 は、“ S y n d r o m e  X”

と し て高 血 圧、 糖 代謝 異 常、 脂 質代 謝 異常 と いっ た三

つ の 生活 習 慣病 が 脳血 管 障害 や 虚血 性 心疾 患 に代 表さ

れ る 動脈 硬 化性 疾 患の リ スク フ ァク タ ーで あ ると 発表

した。翌 1 9 8 9 年に K a p l a n
2 は“ D e a d l y  q u a r t e t”として

高 血 圧、 糖 代謝 異 常、 脂 質代 謝 異常 に 肥満 を 追加 した

概念を提唱した。  

メ タ ボ リッ ク シ ン ド ロー ム は 現 在 に至 るま で に いく

つ か の診 断 基準 が 発表 さ れ て い る。 日 本に お いて は内

科 系 八学 会 （日 本 動脈 硬 化学 会 、日 本 肥満 学 会、 日本

糖 尿 病学 会 、日 本 高血 圧 学会 、 日本 循 環器 学 会、 日本

内 科 学会 、 日本 腎 臓病 学 会、 日 本血 栓 止血 症 学会 ）に

よる診断基準 3 を使用しているが、海外においては T h e  

N a t i o n a l  C h o l e s t e r o l  E d u c a t i o n  P r o g r a m  A d u l t  Tr e a t m e n t  

P a n e l  Ⅲ ( 以 下 N C E P - AT P Ⅲ )
4 , 5 、 Wo r l d  H e a l t h  
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O r g a n i z a t i o n ( W H O )
6 、 I n t e r n a t i o n a l  D i a b e t e s  

F e d e r a t i o n ( I D F )
7
 な ど そ れ ぞ れ の 診 断 基 準 が 提 唱 さ れ

て い る。 メ タボ リ ック シ ンド ロ ーム に 該当 す るこ とが

動 脈 硬化 を 原因 と する 有 症候 性 脳血 管 障害 や 有症 候性

虚 血 性心 疾 患に 対 する リ スク フ ァク タ ーと な るこ とは

既に多数報告 8 - 1 0 されている。しかし、いずれの報告

も 既 に疾 患 を発 症 した 「 患者 」 を対 象 と し た 評価 であ

る 。 既知 の 通り 、 脳血 管 障害 や 虚血 性 心疾 患 は一 度発

症 す ると 日 常生 活 動作 を 著し く 障害 す るこ と も多 く、

また、厚生労働省発表平成 2 2 年度国民医療費の概況に

よ る と、 日 本に お いて も 「循 環 器系 疾 患」 と 分類 され

る 疾患に対 する 医療費と して 、国民総 医療 費の 2 0 . 8 %

に及ぶ 5 兆 6 6 0 1 億円の莫大な費用が投入されている現

実 が ある 。 こ れ ら を考 慮 する と 、 発 症 後の 二 次予 防の

み な らず 、 発症 前 の 一 次 予防 に も力 を 入れ る べき 病態

で あ ると 考 えら れ る。 し かし 、 海外 で は健 常 者が 自費

で 検 査を 受 ける 健 康診 断 とい う 概念 が 一般 的 とは 言い

難 い 状況 も ある た めか 、 疾患 発 症前 の 健常 者 に対 する

メ タ ボリ ッ ク シ ン ドロ ー ム と 、 全身 の 様々 な 動脈 硬化

部 位 とを 評 価し た 検討 は 未だ 十 分に 行 われ て い な い。

こ れ らの 関 連性 を 明ら か にす る こと は 、有 症 候性 脳血

管 障 害や 有 症候 性 虚血 性 心疾 患 の一 次 予防 に 役立 つと

考え本検討を行うことを計画 した。  

以 上 の 背景 を元 に 、 健常 者で あ る 人間 ドッ ク 受 診者

に お ける メ タボ リ ック シ ンド ロ ーム お よび 、 その 構成
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要 素 とな る 各代 謝 性疾 患 と 、 細 動脈 か ら大 血 管ま での

動脈硬化部位との関連性について検討 した。  

3 . S u m m a r y  

背 景  メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ ー ムは 食 生活 の 欧米 化 、

及 び 運動 不 足 の 影 響に よ り社 会 問題 と なっ て いる 。脳

卒 中 や虚 血 性心 疾 患は 一 度発 症 する こ とで 、 その 後の

日 常 生活 に 大き く 影響 す るこ と があ り 、そ の 後遺 症の

為 に 介護 を 要す る 状況 に 陥 る 場 合や 、 医療 費 負担 の増

加 を 招く こ とに な る場 合 も多 い 。し た がっ て 、 脳 卒中

や 虚 血性 心 疾患 の 発症 前 の 症 例 にお い てそ の 関連 性に

つ い て検 討 する こ とに よ り 、 メ タボ リ ック シ ンド ロー

ム の 予防 やリス ク コン トロー ル を積 極的に 行 うこ とが 、

脳 卒 中や 虚血性 心 疾患 の 発症 率 低下 につな が る と 考え 、

本研究を計画した。  

目 的  メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ ー ム は 脳 卒中 や 心血 管病

変 と の強 い 関連 性 や、 各 部位 に おけ る 動脈 硬 化と の関

連 が ある こ と に つ いて は 既に 多 数の 報 告が あ る。 しか

し 、 無症 候 かつ 、 同時 に 多部 位 の評 価 を行 っ た症 例に

お け る動 脈 硬化 と の関 連 につ い ては 充 分に 検 討さ れて

い な い。 本 検討 で は 脳 卒 中 や 虚 血性 心 疾患 の 既往 のな

い 、 いわ ゆ る健 常 者に お ける メ タボ リ ック シ ンド ロー

ム と 、い ず れも 無 症候 で あ る 脳 梗塞 、 頸動 脈 病変 、冠

動 脈 石灰 化 、大 動 脈石 灰 化と の 関連 性 につ い て検 討を

行った。  

方 法  脳 卒 中 及 び 虚血 性 心疾 患 の既 往 のな い 日本 人の
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人間ドック受診者 2 7 5 9 例（男性 1 8 4 5 例、女性 9 1 4 例、

平均年齢 5 2 歳）を対象とした。メタボリック シンドロ

ームの診断は N C E P - AT PⅢのガイドラインに準じたが、

腹 囲 の 項 目 は B M I で 代 用 と し た 。 脳 梗 塞 病 変 は 頭 部

M R I、頸動脈病変 は B モード超音波、冠動脈 及び、大

動脈の石灰化についてはヘリカル C T にて診断を行っ

た 。 また 、 別の 健 診者 群 で、 頸 動脈 病 変つ い て 男 女別

に 各 リス ク ファ ク ター と の 関 係 およ び リス ク ファ クタ

ーの重合による関連の評価を検討した。  

結果  2 7 5 9 例中 7 9 6 例（ 2 8 . 9 %）がメタボリックシン

ド ロ ーム の 基準 に 適合 し た。 メ タボ リ ック シ ンド ロー

ムと診 断された 例に おける無症候 性脳梗塞の O d d s 比

は 1 . 8 9（ 9 5 %信頼区間 1 . 3 6 - 2 . 6 5 ,  P < 0 . 0 0 1）、頸動脈病変

の O d d s 比は 1 . 7 0（ 9 5 %信頼区間 1 . 3 7 - 2 . 1 0 ,  P < 0 . 0 0 1）、

冠動脈石灰化の O d d s 比は 2 . 0 7（ 9 5 %信頼区間 1 . 6 2 - 2 . 2 7 ,  

P < 0 . 0 0 1）、大動脈石灰化の O d d s 比は 1 . 6 7（ 9 5 %信頼区

間 1 . 3 3 - 2 . 0 9 ,  P < 0 . 0 0 1）であった。頸動脈硬化病変とリ

ス ク ファ ク ター の 関連 性 にお い ては 、 危険 因 子が 重合

することにより O d d s 比が上昇する傾向を認めた。  

考察  メ タボリックシンドロームを有する健常者にお

いて、無症候の動脈硬化病変が有意に高 い関連性があ

ることが確認できた。既知の報告にて各動脈硬化病変

は脳卒中や虚血性心疾患との関連性も示唆されている

ことから、メタボリックシンドロームの予防及びリス

クコントロールが動脈硬化病変の予防及び進行抑制に
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貢献すると考えられる。また、 これらの評価及び治療

が脳卒中や虚血性心疾患の一次予防に結び付けること

が出来ると期待される。  

結論  脳 卒中及び虚血性心疾患の既往のない 健常人に

おけるメタボリックシンドロームと、各無症候性動脈

硬化病変との間に関連性があることが示唆された。  

 

4 . D i s c u s s i o n  

メ タ ボ リッ ク シ ン ド ロー ム は 有 症 候性 虚血 性 心 疾患

及 び 脳卒 中 の強 い リス ク ファ ク ター で ある こ とは 既知

の事実であり、また 多数の検討が 報告 8 - 1 2 , 1 8 されてい

る 。 メタ ボ リッ ク シン ド ロー ム の症 例 にお い て 頸 動脈

超 音 波検 査 にお け る 頸 動 脈硬 化 との 関 連性 を 調べ た 報

告 1 9 - 2 2 や M R I にて確認された無症候性脳梗塞病変と の

関連性についての 報告 2 3 - 2 5、冠動脈や大動脈における

動 脈 壁 の 石 灰 化 を I n t r a v a s c u l a r  u l t r a s o u n d  ( I V U S ) や

e l e c t r o n - b e a m  C T で確認し、各リスクファクターやメタ

ボリックシンドロームとの 関連性を確認した報告 2 6 , 2 7

は あ るが 、 いず れ も単 一 部位 と リス ク ファ ク ター との

関 連 を調 べ たの み であ り 、本 検 討の ご とく 無 症候 の健

診 者 に於 い て 、 一 度に 多 部位 の 動脈 硬 化 を 評 価し た報

告は見られない。  

本研究により、メタボリックシンドロームが M R I 上

の無症候性脳梗塞、超音波上の頸動脈病変 、C T 上の冠

動 脈 及び 大 動脈 石 灰化 と の有 意 な相 関 関係 が ある こと
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が 確 認さ れ てお り 、こ の こと か ら 、 メ タボ リ ック シン

ド ロ ーム が 頭蓋 内 動脈 と 頭蓋 外 血管 の 両方 を 含む 、 広

範性に動脈硬化を進展させる可能性が示唆された。  

次 に 、 各部 位の 動 脈 硬化 病変 に お いて 、メ タ ボ リッ

ク シ ンド ロ ーム を 構成 す る リ ス クフ ァ クタ ー との 関連

を 検 討し た が、 無 症候 性 脳梗 塞 にお い ては 、 高血 圧と

空腹時血糖高値が O d d s 比の高値を認めた。頸動脈病変

に お い て は 高 血 圧 お よ び H D L コ レ ス テ ロ ー ル 低 値 の

O d d s 比の高値を認めており、大動脈石灰化も同様に高

血圧と H D L コレステロール低値において O d d s 比の高

値 を 認め て いた 。 また 、 冠動 脈 石灰 化 にお い ては 空腹

時血糖 高値と高血圧 において O d d s 比の高値を 認めて

い た 。こ れ らの こ とか ら 、 高 血 圧は す べて の 病変 との

関 連 を認 め てお り 、微 小 血管 か ら大 血 管の ア テロ ーム

硬 化 に至 る まで 幅 広い 動 脈硬 化 の危 険 因子 と なり うる

可能性が示唆された。日本人における動脈硬化性疾患、

特 に 虚血 性 脳血 管 障害 の 発 症 に 関与 す る修 正 可能 なリ

ス ク ファ ク ター と して は 高血 圧 が最 大 であ る とい う報

告 2 8 がある。本検討においても、各動脈硬化部位に対

して高血圧が高い O d d s 比を認めており、疾患発症前 の

段 階 から も 高血 圧 の強 い 関与 が 示唆 さ れる と とも に、

動 脈 硬化 の 初期 単 病変 の 段階 か ら、 脳 血管 障 害や 虚血

性 心 疾患 の 発症 に まで 強 く関 わ って い るこ と が予 想さ

れる。  

し か し 、他 のリ ス ク ファ クタ ー に つい ては 部 位 別に
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関 与 の度 合 いが 異 なる 可 能性 が 示唆 さ れた 。 冠動 脈石

灰化と糖尿病 2 9、頸動脈病変と耐糖能異常や高血圧、

脂質異常症との関連 3 0 について既に他の検討において

報告されていたが、大動脈石灰化と H D L コレステロー

ル 低 値や 中 性脂 肪 高値 と の関 連 につ い ては 未 だ報 告さ

れ て いな い 。大 血 管と 細 小血 管 では 血 管の 組 成が 異な

っ て おり 、 動脈 硬 化 の 病 理学 像 も大 血 管で は アテ ロー

ム 性 硬化 、 穿通 枝 はリ ポ ヒア リ ノー シ スで あ ると 言わ

れ て いる 。 これ ら 血管 の 違い に よっ て リス ク ファ クタ

ー も 異な る 可能 性 が 指 摘 され て おり 、 今後 さ らに 多く

の 臨 床例 に お け る 検討 と 各リ ス クフ ァ クタ ー の血 管に

対する病理組織学的検討が必要であろう。  

更 に 、 二病 変以 上 の 複数 病変 を 有 する 例に お け る各

リ ス クフ ァ クタ ー との 関 連 を 検 討す る と 、 空 腹時 血糖

のみ有意な O d d s 比が算出された。この結果としては各

病 変 にお け る動 脈 硬化 が 進展 す るに あ たっ て 、空 腹時

血糖高値が関与している可能性 が示唆された。  

メ タ ボリ ッ ク シ ン ドロ ー ム を 評 価す る とい う 概念 は 、

あ く まで 疾 患 予 防 を前 提 とし て いる た め、 境 界領 域の

耐 糖 能異 常 を含 め るべ き との 前 提で 診 断基 準 が 定 めら

れている 。N C E P - AT PⅢの診断基準における空腹時血糖

高値と、疾患の診断及び治療を目的とした 2 0 1 0 年の診

断 基 準に お ける 糖 尿病 の 評価 と 各病 変 の関 連 に お いて

は、すべての病変において 2 0 1 0 年の診断基準による評

価 が 強い 関 連性 を 認め て い た 。 前述 の 、 2 病 変以 上の
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動 脈 硬化 を 持つ 例 にお い て空 腹 時血 糖 高値 例 のみ が有

意な O d d s 比が算出されたことと併せて検討をすると、

耐 糖 能異 常 の悪 化 は動 脈 硬 化 病 変の 進 展に 関 与し てい

る 可 能性 が あり 、 耐糖 能 異常 を 重篤 化 させ な いこ とが

動 脈 硬化 進 展の 抑 制や 、 動脈 硬 化性 疾 患の 予 防に 役立

つと考えられた。  

男 女 別 の頸 動脈 硬 化 病変 とリ ス ク ファ クタ ー の 関連

性 に おい て は、 男 女と も リス ク ファ ク ター ご とに 異な

る O d d s 比を認めているが、特に女性においては高血圧

のみが有意な O d d s 比を認めている。しかし 、個別のリ

スクフ ァクターでは 有意な O d d s 比を認 めない状 況で

あっても、危険因子が重合することにより O d d s 比は上

昇 す る傾 向 を認 め てい る 。 男 女 とも そ れぞ れ のリ スク

フ ァ クタ ー の頸 動 脈硬 化 に対 す る関 与 の 度 合 い に 差は

あ る が、 重 合す る こと に より そ の影 響 が よ り 明ら かに

なることが示された。  

本 検 討 によ り動 脈 硬 化性 疾患 が 全 身病 であ る と いう

こ と につ い て改 め て確 認 する こ とが 出 来た 。 特に 、 メ

タ ボ リッ ク シン ド ロー ム と各 動 脈硬 化 部位 と の関 連に

お い ても 、 メタ ボ リッ ク シン ド ロー ム を持 つ 人に 有意

に 動 脈硬 化 部位 の 存在 し やす い 傾向 が ある こ と か ら、

メ タ ボリ ッ ク シ ン ドロ ー ム を コ ント ロ ール す るこ とに

よ り 、動 脈 硬化 性 疾患 の 発症 を 予防 出 来る と 期待 され

る。  

日 本 人 にお ける リ ス クフ ァク タ ー の状 況 に つ い て文
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献的検討を行った。  

日 本 国 民に おけ る リ スク ファ ク タ ーの 状況 を 評 価し

た厚生労働省発表の平成 2 2 年度国民健康・栄養調査の

報 告 に よ る と 、 血 圧 の 平 均 値 は 男 性 の 収 縮 期 血 圧 が

1 3 3 . 9 m m H g、拡張期血圧が 8 2 . 4 m m H g、女性収縮期血圧

が 1 2 6 . 2 m m H g、拡張期血圧が 4 4 . 6 m m H g であり、平成

1 2 年度調査と比して変化はないが、高血圧症有病者の

割合は男性 6 0 . 0 %、女性 4 4 . 6 %であり、女性は横ばいで

あるが、男性 においては平成 1 2 年度が 5 2 . 1％であった

こ と から 増 加傾 向 があ る と評 価 され て いる 。 高血 糖に

ついても平均値は男性 1 0 3 . 8 m g / d l、女性 1 0 0 . 9 m g / d l で

あり、平成 1 2 年度に比して男性は変わらず、女性は低

下 と 評価 さ れて い る 。 し かし 、 糖尿 病 が強 く 疑わ れる

者の割合は男性 1 7 . 4 %、女性 9 . 6 %であり、平成 1 4 年は

男性 1 3 . 7 %、女性 7 . 0 %であったことから男女とも増加

傾 向 であ る と評 価 され て いる 。 血清 総 コレ ス テロ ール

の平均値は男性 2 0 3 . 0 m g / d l、女性 2 1 0 . 9 m g / d l であり、

平成 1 2 年度は男性が 1 9 9 . 0 m g / d l、女性が 2 0 6 . 2 m g / d l

で あ った こ とか ら 男女 と も増 加 、脂 質 異常 症 が疑 われ

る者の割合は男性 2 2 . 3 %、女性 1 7 . 8 %であり 、平成 1 2

年 度 が 男 性 2 1 . 2 %で あ っ た こ と か ら 横 ば い 、 女 性 は

1 5 . 2 %であったことから、増加と評価されている。肥満

者（ B M I≧ 2 5 k g /㎡）の割合は男性 3 0 . 4 %、女性 2 1 . 1 %

であり、平成 2 1 年度と比して変化なしと評価されてい

る。  
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こ れ ら の結 果 全 体 か らも 、検 査 値 は横 ばい で あ るも

の の 、各 々 の リ ス クフ ァ クタ ー の有 病 者な い し有 病が

疑 わ れる 者 の割 合 は 、 横 ばい も しく は ほと ん どが 増加

傾向を示している。  

また、同報告には世帯年収を三群（年収 2 0 0 万円未

満、 2 0 0 万円以上から 6 0 0 万円未満、 6 0 0 万円以上）に

分 類 し、 各 群 別 の 生活 習 慣等 の 状況 に つい て も記 載さ

れ て おり 、 肥満 者 の割 合 は男 性 では 年 収別 の 差は 見ら

れなかったが、女性においては 2 0 0 万円未満、 2 0 0 万

円以上から 6 0 0 万円未満の層に多く、野菜摂食量は男

女とも 2 0 0 万円未満、 2 0 0 万円以上から 6 0 0 万円未満

の 群 で少 な く、 運 動習 慣 のな い 者の 割 合は 男 性に おい

ては 2 0 0 万円未満の者、女性では 2 0 0 万円未満および

2 0 0 万円以上から 6 0 0 万円未満の者で多いという結果

で あ った 。 すな わ ち、 主 に世 帯 年収 の 低い 者 に生 活習

慣の乱れが多いことが確認されている。  

調 査 対 象の 全世 帯 に おけ る 年 収 別 各群 の割 合 は 年収

2 0 0 万円未満の世帯が 2 3 . 0 %、 2 0 0 万円以上から 6 0 0 万

円未満の世帯が 5 6 . 0 %、6 0 0 万円以上の世帯が 2 1 . 0 %と

なっており、同じく厚生労働省発表の平成 2 3 年度厚生

統計要覧からは、平成 1 2 年度一カ月の生活保護受給平

均世帯数は 7 5 1 , 3 0 3 世帯であったものが平成 2 2 年度一

カ月の生活保護受給平均世帯数 が 1 , 4 1 0 , 0 4 9 世帯と約

二 倍 に増 加 して お り、 低 年収 群 が増 加 傾向 を 示し てい

ることがわかる。  
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経 済 や 文化 の成 熟 し た日 本に お け る今 後 の 状 況 を考

慮 す ると 、 世帯 年 収の 低 い世 帯 の増 加 が予 想 され ると

と も に、 生 活習 慣 を 原 因 とし た メタ ボ リッ ク シン ドロ

ー ム が増 加 する 可 能性 が あ る 。 さら に それ に 起因 する

各動脈硬化性疾患が増加する可能性が推察される。  

世 界 全体 に おけ る リス ク ファ ク ター の 状況 と して は、

1 9 8 0 年以降、平均 B M I が世界全体において上昇傾向を

示しているという報告 3 1 や、世界全体としては低下傾

向 を 認め て いる 収 縮期 血 圧が 、 オセ ア ニア 、 アフ リカ

諸 国 、東 南 アジ ア など で は上 昇 傾向 が ある と いっ た状

況 3 2、血清総コレステロール値はオーストラレーシア、

北 米 、西 ヨ ーロ ッ パ地 域 で高 値 を認 め てお り 、比 較的

高所得地域が高値を示している 報告 3 3 なども認めてお

り 、 全世 界 的に 動 脈硬 化 性疾 患 予防 の ため の リス クフ

ァクター管理に注目が集まっている。  

経 済 面 、文 化面 に お いて も未 だ 発 展途 上で あ る 東南

ア ジ ア諸 国 にお い ても 糖 尿病 の 罹患 者 数が 増 加傾 向で

あるとする報告 3 4 もあることから、将来的に日本と同

様 に 動脈 硬 化性 疾 患が 増 加傾 向 をた ど るこ と が予 想さ

れ る 。こ れ ら報 告 から も 、日 本 のみ な らず 、 今後 の全

世 界 にお け る動 脈 硬化 性 疾患 の 発症 数 に変 化 をも たら

す可能性があるであろう。  

リ ス クフ ァ クタ ー にお け る 人 種 差と い う観 点 から は 、

ひ と つの 例 とし て Ⅱ型 糖 尿病 に 関し て 、欧 米 人 と 日本

人においてインスリン分泌能を I n s u l i n o g e n i c  i n d e x と
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して、また、インスリン抵抗性を H O M A - I R を用いて評

価した報告 3 5 がある。欧米人は耐糖能異常から糖尿病

に 移 行す るに従 い イン スリン 抵 抗性 が上昇 し てい くが 、

日本人は I n s u l i n o g e n i c  i n d e x が低い傾向がある。これ

は 、 欧米 人 と日 本 を含 む アジ ア 人と の 病態 に おけ る 違

い 、 いわ ゆ る 人 種 差が あ ると 考 えら れ 、そ の 差が 治療

方 針 決定 に まで 影 響を 及 ぼす 可 能性 が ある 。 他の 疾患

に お いて も 人種 差 は考 慮 すべ き と考 え られ 、 本検 討の

よ う に、 日 本に お ける デ ータ の 蓄積 が 、日 本 人の みな

ら ず 、未 発 症の ア ジア 人 にお け る先 行 する デ ータ とし

て重要であることを再認識する必要がある。  

リ ス ク ファ クタ ー に おけ る 年 齢 的 な観 点か ら は 、メ

タ ボ リッ ク シン ド ロー ム は成 人 のみ な らず 、 小児 期か

ら 動 脈硬 化 を進 展 させ る とい う こと が 病理 所 見 で 確認

されているという報告 3 6 もある。一般的には メタボリ

ッ ク シン ドロー ム や動 脈硬化 病 変は 成人の 問 題で あり 、

早 期 薬物 治 療と い った 認 識を さ れて し まい が ちで ある

が 、 その 前 には 小 児期 か らの 生 活習 慣 、食 習 慣の 管理

も 重 要で あ ろう 。 年齢 を 超え た 縦断 的 な対 応 が必 要で

あ る とと も に、 小 児期 か らの 継 続し た 評価 も 喫緊 の課

題である。  

 ま た 、 近 年 で は メタ ボ リッ ク シン ド ロー ム は単 なる

代 謝 性疾 患 の重 合 では な く、 そ の 上 流 とし て の 基 礎的

な 原 因と し て 、 内 臓脂 肪 型肥 満 に伴 う 脂肪 細 胞か ら分

泌 さ れる レ シス チ ンや ア ディ プ シン 、 レプ チ ン、 総ア
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デ ィ ポネ ク チン な どを 代 表と す る ア デ ィポ サ イト カイ

ンの関与が強く指摘 3 7 されている。また、このアディ

ポ サ イト カ イン の 分泌 異 常 が 脳 血管 障 害発 症 の危 険因

子であるとする検討も報告 3 8 されており、現在一般的

に 評 価さ れ てい る 脂質 異 常や 高 血圧 、 糖代 謝 異常 など

の 、 更に 上 流の 要 素が 動 脈硬 化 への 関 与が 深 いと いう

こ と も報 告 され て いる 。 脂肪 細 胞自 体 は余 剰 エネ ルギ

ー を 蓄積 す るの み でな く 、血 管 など の 他臓 器 に影 響を

与 え るた め にア デ ィポ サ イト カ イン が 存在 し てい ると

考 え られ て おり 、 上述 し た小 児 期か ら の 肥 満 を中 心と

し た メタ ボ リッ ク シン ド ロー ム と動 脈 硬化 と の関 連に

ついても、こうした要素の影響が考慮される。  

本 検 討 では この ア デ ィポ サイ ト カ イン の様 な メ タボ

リ ッ クシ ン ドロ ー ムの 上 流の フ ァク タ ーに 関 して は検

討 で きて い ない が 、ア デ ィポ サ イト カ イン と 代謝 性疾

患 、 動脈 硬 化病 変 との 関 連に つ いて は 今後 の 検討 課題

である。  

今 後 の 展望 とし て は 、 特 定の 医 療 機関 にお け る 人間

ド ッ ク受 診 者 の み なら ず 、 現 在 特定 健 診を 施 行 し てい

る 地 方公 共 団体 と の連 携 を も 視 野に 入 れた 大 規模 な検

討 に つい て も考 慮 して い く必 要 が あ る 。ま た 、こ のよ

う な 検討 を 踏ま え 、メ タ ボリ ッ クシ ン ドロ ー ムの 診断

基 準 が現 状 のま ま で十 分 と言 え るか 否 かに つ いて も 再

度検討していく必要がある。  
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5 . C o n c l u s i o n  

 メ タ ボ リ ッ ク シ ンド ロ ーム は 、全 身 にお け る大 小血

管の無症候性動脈硬化と有意に関連していた。そして、

高 血 圧は 今 回評 価 を行 っ た四 部 位す べ ての 血 管の 動脈

硬 化 と関 係 して お り、 耐 糖能 異 常は 複 数の 動 脈硬 化病

変 の 存在 と 関連 し てい た 。 こ れ らの こ とか ら 、 メ タボ

リ ッ クシ ン ドロ ー ム は 大 小血 管 病変 の 予測 因 子で ある

可能性が示唆された。  

 


